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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質はペプチダーゼS1タンパク質ファミリーに属し、好中球性多形核白血球のアズール顆粒に存在します。コードされているプロテアーゼはキモトリプシンCと同様の特異性を有し、貪食された病原体の殺菌・消化、および炎症部位における結合組織のリモデリングに関与していると考えられます。さらに、コードされているタンパク質は抗菌性を有し、S. aureusおよびN. gonorrhoeaeに対して殺菌活性を示します。この遺伝子には、異なるポリアデニル化シグナルを利用する転写バリアントが存在します。 [RefSeq提供、2014年9月]、触媒活性：キモトリプシンCと同様の特異性、酵素制御：大豆トリプシン阻害剤、ベンザミジン、合成ペプチドR13K、Z-Gly-Leu-Phe-CH2Cl、フェニルメチルスルホニルフルオリドによって阻害される。P.aeruginosa由来のLPSによって阻害されるが、S.minnesota由来のLPSでは阻害されない。、機能：トリプシンおよびキモトリプシン様の特異性を持つセリンプロテアーゼ。グラム陰性菌であるP.aeruginosaに対して抗菌活性を有し、P.aeruginosa由来のLPS、Z-Gly-Leu-Phe-CH2Cl、フェニルメチルスルホニルフルオリドによって抗菌活性が阻害される。,類似性:ペプチダーゼS1ファミリーに属する。,類似性:ペプチダーゼS1ドメインを1つ含む。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;リソソーム;レニン-アンジオテンシン系;全身性エリテマトーデス;
	画像データ
	

	カテプシン G 抗体を使用した COLO 細胞溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	カテプシンGポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

